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日本臨床救急医学会では、救急隊員における救急活動向上に向けた検討委員会を設置

し、全国で救急活動に従事する救急隊員の身体的・心身的負荷について調査・検討し救急

隊員の皆様のパフォーマンス向上に資する提案を行うことといたしました。 

さらに、この委員会の下部に、全国の救急隊員が抱える問題点をアンケート内容の作成

と解析を担当する小委員として、救急隊活動におけるパフォーマンス向上検討小委員会を

設置しました。 
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1.はじめに 
 

我が国は超高齢化社会を迎え、全国で救急搬送件数が増加する中、新型コロナウイルス

感染症の流行もあって、救急隊員は休む暇もなく日々病院前医療の最前線で対応していま

す。今後さらなる感染症の発生やパンデミックがおこると、救急隊出動件数がいまよりも

増加し救急搬送体制維持が困難になることはCOVID-19 サージ期で経験したばかりです。実

際、2008年-2017年の間に、1名の救急隊員あたりの救急出動件数は1.15倍に増加していま

すし、さらに2040年には高齢者率が35%に達することが想定されており、近未来では救急隊

にかかる負担はますます高まることが予測されています。 

しかし救急車の数や救急隊員は微増しているものの、これ以上の増隊や増員は難しいた

め、何らかの方法を用いて1人1人の救急隊員が健康を維持し活動のパフォーマンス向上を

促すことが求められます。 

これまで行われた調査では、救急隊員が身体的な不調を訴える部位は腰痛が圧倒的に多

く、患者搬送に起因していることが明らかとなりました。さらに「事故例」と「事故が生

じる可能性があった事例」を比べると、「事故例」では、腰痛の有病率が高いことが示さ

れています。つまり、身体的負荷による腰痛によって、搬送時の事故が引きおこしやすい

状況が発生しているのです。 

一方、身体的負荷を軽減し健全な救急隊員を育成するという考え方（Well Being EMTs）

は施設や設備が介護などを中心に海外で検討されていますが、日本では救急隊員への活用

は遅れています。これらの対策は施設や資器材のみならず身体的・心的問題が救急隊のパ

フォーマンスにどう影響しているかについて、我が国独自のエビデンスとして検討する必

要があるといえます。 

このような状況下で救急隊のパフォーマンスを向上する方法として以下の3つが重点的な

課題と考えられます。 

１． 救急隊の身体的な負荷や心理的負荷を減らし搬送中の事故減少や、患者満足度の

向上を図ること。 

２． 救急隊員を少しでも長く消防機関で働く環境整備すること。 

３． 再任用の救急隊員や女性救急隊員の活用のため環境整備を図ること 

 

このまま救急隊に対して身体的・心理的負荷状態が続き、さらなる負荷がかかると仕事

を継続できなくなり、退職する救急隊員が増加することが予想されます。救急搬送の担い

手が減少することは、すなわち、今行われているような迅速かつ安全な救急搬送体制が維

持できなくなることにつながります。 

このような状況を鑑み、日本臨床救急医学会では、救急隊員における救急活動向上に向

けた検討委員会を設置し、救急活動に従事する救急隊員の身体的・心身的負荷について調

査・検討することとなりました。 

本報告書では、全国の救急隊員が抱える問題点をアンケート調査によって明らかとなっ

た問題点をお示しするとともに、具体的な解決策を提案し、少しでも多くの救急隊員の皆

様のパフォーマンス向上に寄与することを期待します。 
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２.調査の目的と方法 
 

【調査対象と目的】 

全国の消防組織で勤務する救急隊員・救急資格者のうち、令和4年度、救急隊員として従事

しているすべての職員を対象とし、救急隊の活動向上に向けて、救急隊員の抱える身体的

及び心理的負担を調査し、課題を抽出することを目的としました。 

 

【調査方法】 

WEBアンケート調査にて実施。対象は令和4年度10月現在、全国消防組織で救急隊員として

従事されている個人の方々からの回答と、全国の消防組織の現状の回答を全国の消防本部

の現状についてのアンケート調査を10月1日から11月30日までの期間に実施させていただき

ました。 

 

【アンケートの協力】 

本調査は総務省消防庁の協力のもと、全国消防長会に多大な尽力をいただき全国の消防本

部を経由し、救急隊員各個人へのWEB上でのアンケートとしました。 

 

【アンケート調査項目】 

1. 消防本部へのアンケート（消防本部代表者1名回答） 

消防本部としての身体的心理的負担及び女性活躍に向けた対応策等に関する調査全10項

目です。 

2. 救急隊員へのアンケート（全ての救急隊員が回答） 

1) 個人属性について 

2）救急活動における身体的負担について 

3）消防職員としての心理的負担について 

4）女性消防職員活躍について 

5）再任用職員の活躍について 

以上全47項目です。 

 

【統計解析】 

アンケートの集計については、単純集計及び性別毎でクロス集計を行った。また、段階別

評価の調査については、平均値を算出し、t検定を実施しました。 

 

【プライバシーの保護と倫理的配慮】 

アンケートの結果は委員会で集計し、日本臨床救急医学会等の学術集会で発表する予定で

す。本調査目的以外に用いず、また参加される個人や所属に不利益が生じないよう慎重に

取り扱いいたします。  

なお、国士舘大学の人間を対象とした研究に関する倫理委員会で承認を得ました(承認番

号：22018)。 
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３．結 果 
 

１）全国消防本部へのアンケート結果 

 

全国724消防本部担当者へアンケートの送付をおこない、計531消防本部から 

回答を得ました（回答率73.3%）。 

 

問1 消防本部について 

 

 

 

管轄人口10万人未満が48.8%、10万以上30万人以上が25.2%、30万人以上が11.3%、不明が

15.1%であった。 

 

 

10万人未満

48.4%

10万人以上、30万人未満

25.2%

30万人以上

11.3%

不明

15.1%

消防本部の規模別の回答割合
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問２ ご所属の消防本部の職員（2022年3月末時点）の内訳をお答えください。 

 

回答を得た消防本部職員数は、所属消防本部職員数250人未満が402消防本部、 

250－500未満が92消防本部であった。 

 

 

消防吏員数は所属消防本部職員数250人未満が406消防本部、250－500人未満が 

93消防本部であった。 

（消防本部） 

（消防本部） 

（人） 

（人） 



 

8 

 

女性消防吏員数は1－5人が293本部と最も多く、0人が90本部、 

6－10人が87本部であった。 

 

 

消防吏員数は50-100人未満が183消防本部と最も多く50人未満が172消防本部であった。 

 

 

（人） 

（消防本部） 

（人） 

（消防本部） 
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救急救命士有資格者数は、25から50人未満が201本部と最も多く、 

25人未満は181本部であった。 

 

 

女性救急隊員数は0名が147本部として最も多く、1名在籍が113本部、 

2名以上が96本部であった。 

 

（消防本部） 

（消防本部） 

（人） 

（人） 



 

10 

 

再任用救急隊員数は、1名は18本部、2名が18本部、3名が10本部で6名以上は 

13本部であり、計74消防本部で1名以上の再任用職員を雇用していた。 

 

  

（消防本部） 

（人） 
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問３ 日勤救急隊やそれと同様に救急隊員の身体的負担や心理的負担を軽減するための施

策を行っていますか。あてはまるものをお選びください。（いくつでも○） 

 

身体的負担・心理的負担に対する消防本部の施策については、休憩時間の確保（n=222）が

最も多く、次いで食事時間の確保（n=107）、さらに救急隊編成人数の拡大（n=58）などが

主要な施策として実施されていた。しかし、救急隊員の身体的負担や心理的負担を考慮し

た取組は特に行っていない消防本部(n=217)が多く見受けられた。 

58

22

42

22

107

222

217

8

5

4

0 50 100 150 200 250

救急隊編成人数の拡大｜例：救急隊１隊あ

たりの編成人数を増員し、救急隊乗務回数や

業務の分担を図る

短期間（月・週）でのジョブローテーション

｜例：月・週単位で違うステーションへ異

動・変更させる

日勤救急隊（デイタイム救急隊）などの導入

１当務内活動上限の設定｜１当務内の活動基

準を設け、基準に達した救急隊員を交代させ

る

食事時間の確保｜例：食事購入場所の緩和

休憩時間の確保｜例：他の隊員との乗換運

用

救急隊員の身体的負担や心理的負担を考慮

した取組は特に行っていない

救急隊員の心理チェック｜デブリーフィン

グ、保健師の介入など

非常救急隊などで増隊し対応

その他

救急隊員の身体的負担や心理的負担を軽減するための施策を

行っていますか。 （n:消防本部数） 
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問４ 貴消防本部では、救急隊員の身体的負担軽減のために 

ⅰ) 次の資器材を導入されていますか。（1つだけ○） 

ⅱ）導入されていない理由を教えてください。（いくつでも○） 

ⅲ）ご存じの資器材について、導入を希望しますか。（1つだけ○） 

 

 

 

自動心臓マッサージ機（LUCAS）は地域人口数にかかわらず65－75%の消防本部で導入され

ていることが判明した。消防本部の規模別で最も多く採用されているのは10万人未満の規

模で74.3%が使用されていた。一方、導入されていない理由として予算がないこと、必要性

を感じていないこと、隊員からの要望がないことなどが挙げられた。今後の自動心臓マッ

サージの導入の希望については、地域人口数の小さい消防本部では、おおむね30%が導入を

希望していたが、地域人口が多い消防本部では導入の希望は10%程度であった。 

71.4% 74.3%

64.9% 65.0%

77.5%

55.0%
60.0%
65.0%
70.0%
75.0%
80.0%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

自動式心マッサージ機（LUCAS）導入率

48
48

21
12

7
31

9
4

0 10 20 30 40 50 60

予算がないから
本部として必要としないから

隊員から要望がないから
効果が分からないから
この資器材を知らない

他機種をすでに導入てしている(検討中を含む)
購入を検討中(購入予定)

その他

自動式心マッサージ機（LUCAS）が導入されていない理由を教

えてください。(複数回答可) （n:消防本部数）

0%

50%

100%

全体
(n=152)

10万人未満
(n=66)

10万人以上、30万人未満
(n=47)

30万人以上
(n=21)

不明
(n=18)

自動式心マッサージ機（LUCAS）の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない
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自動心臓マッサージ機（オートパルス）が最も多く採用されている地域人口数は、30万人

以上の規模で21.7%であった。導入していない理由として本部として必要としていないから

（n=176）が最も多く、次いで他機種をすでに導入している（検討を含む）（n=123）であ

った。 

16.6% 17.9%

11.9%

21.7%

16.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

自動式心マッサージ機（オートパルス）導入率

57
176

75
22
22

123
5

14
4

0 50 100 150 200

予算がないから

本部として必要としないから

隊員から要望がないから

効果が分からないから

この資器材を知らない

他機種をすでに導入てしている(検討中を含む)

購入を検討中(購入予定)

過去に導入していた

その他

自動式心マッサージ機（オートパルス）が導入されていない理由

を教えてください。(複数回答可) （n:消防本部数）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体

(n=443)

10万人未満

(n=211)

10万人以上、30万人未満

(n=118)

30万人以上

(n=47)

不明

(n=67)

自動式心マッサージ機（オートパルス）の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない
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自動心臓マッサージ機（Clover3000）が採用されているのは、地域人口別では10万人以上-

30万人未満の規模が最も多く30.6%であった。導入していない理由として本部として必要と

していないから（147件）が最も多く、次いで他機種をすでに導入している（検討を含む）

（n=109）であった。 

 

24.5% 23.7%

30.6%

18.3%
21.3%

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%
35.0%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

自動式心マッサージ機（Clover3000）導入率

54
147

77
21
20

109
10

5
5

0 20 40 60 80 100 120 140 160

予算がないから

本部として必要としないから

隊員から要望がないから

効果が分からないから

この資器材を知らない

他機種をすでに導入てしている(検討中を含む)

購入を検討中(購入予定)

使用上の問題、不安

その他

自動式心マッサージ機（Clover3000）が導入されていない理由を

教えてください。（複数回答可）
（n:消防本部数）

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

全体

(n=401)

10万人未満

(n=196)

10万人以上、30万人未満

(n=93)

30万人以上

(n=49)

不明

(n=63)

自動式心マッサージ機（Clover3000）の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない
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自動心臓マッサージ機（Corpuls CPR）が採用されているのは、地域人口が30万人以上の規

模の消防本部で6.7%であった。導入していない理由として本部として必要としていないか

ら（n=157）が最も多く、次いで他機種をすでに導入している（検討を含む）（n=119）で

あった。 

5.5% 5.1%
6.0%

6.7%

5.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

自動式心マッサージ機（Corpuls CPR）導入率

70
157

71
44

63
119

32
8

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

予算がないから

本部として必要としないから

隊員から要望がないから

効果が分からないから

この資器材を知らない

他機種をすでに導入てしている(検討中を含む)

購入を検討中(購入予定)

その他

自動式心マッサージ機（CorpulsCPR）が導入されていない理由を

教えてください。（複数回答可） （n:消防本部数）

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

全体

(n=502)

10万人未満

(n=244)

10万人以上、30万人未満

(n=126)

30万人以上

(n=56)

不明

(n=76)

自動式心マッサージ機（Corpuls CPR）の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない
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ロボットスーツが導入されていたのは、回答消防本部全体の「0.2%」であった。導入して

いない理由として予算がないから（n=156件）が最も多く、次いで本部として必要としてい

ないから（n=153）、隊員から要望がないから（n=133）、効果が分からないから（n=132）

と続いた。 

0.2%
0.0% 0.0% 0.0%

1.3%

0.0%

0.2%

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

1.2%

1.4%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

ロボットスーツ（HAL®）導入率

156
153

133
132

83
1
3
3

11

0 50 100 150 200

予算がないから

本部として必要としないから

隊員から要望がないから

効果が分からないから

この資器材を知らない

他機種をすでに導入てしている(検討中を含む)

購入を検討中(購入予定)

使用上の問題、不安

その他

ロボットスーツ（HAL®）が導入されていない理由を教えてくださ

い。(複数回答可) （n:消防本部数）

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

全体

(n=530)

10万人未満

(n=257)

10万人以上、30万人未満

(n=134)

30万人以上

(n=60)

不明

(n=79)

ロボットスーツ（HAL®） の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない



 

17 

 

電動ストレッチャー（Stryker Power-pro）の導入は、回答全体の1.3%にとどまっており、

消防本部の規模別で最も多く採用されているのは、地域人口30万人以上の規模の消防本部

で3.3%であった。導入されていない理由として予算がないから（n=291）が圧倒的に多いこ

とが判明した。 

1.3%

0.4%
0.7%

3.3%
3.8%

0.0%
0.5%
1.0%
1.5%
2.0%
2.5%
3.0%
3.5%
4.0%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

電動ストレッチャー（Stryker Power-pro）導入率

291
116

91
84

20
17

12
8

0 50 100 150 200 250 300 350

予算がないから

本部として必要としないから

隊員から要望がないから

効果が分からないから

この資器材を知らない

購入を検討中(購入予定)

使用上の問題、不安

その他

電動ストレッチャー（StrykerPower-pro）が導入されていない理由

を教えてください。（複数回答可） （n:消防本部数）

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

全体

(n=524)

10万人未満

(n=256)

10万人以上、30万人未満

(n=133)

30万人以上

(n=58)

不明

(n=77)

電動ストレッチャー（Stryker Power-pro）の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない
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電動ストレッチャー（FERNO）導入率は、回答全体の0.8%にとどまっており、地域人口の規

模別で最も多く採用されていたのは、30万人以上で1.7%であった。導入されていない理由

として予算がないから（n=271）が圧倒的に多いことがわかった。 

0.8%

0.0% 0.0%

1.7%

3.8%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

3.0%

3.5%

4.0%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

電動ストレッチャー（FERNO）導入率

271
124

94
79

35
7
14
11
10

0 50 100 150 200 250 300

予算がないから

本部として必要としないから

隊員から要望がないから

効果が分からないから

この資器材を知らない

他機種をすでに導入てしている(検討中を含む)

購入を検討中(購入予定)

使用上の問題

その他

電動ストレッチャー（FERNO）が導入されていない理由を教えて

ください。(複数回答可) （n:消防本部数）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体

(n=527)

10万人未満

(n=257)

10万人以上、30万人未満

(n=134)

30万人以上

(n=59)

不明

(n=77)

電動ストレッチャー（FERNO）の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない
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救急隊専用の軽量保安帽(ヘルメット)の導入率は、回答全体の10.9%にとどまっており、消

防本部の規模別で最も多く採用されていたのは、10万人以上30万人未満の規模で14.2%であ

った。導入されていない理由として隊員からの要望がないから（n=137）が最も多かった。

10.9%
8.2%

14.2%

6.7%

17.5%

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%
20.0%

全体

n=531

10万人未満

n=257

10万人以上、

30万人未満

n=134

30万人以上

n=60

不明

n=80

救急隊専用の軽量保安帽（ヘルメット）導入率

81
117

137
80

125
8

1
8

0 20 40 60 80 100 120 140 160

予算がないから

本部として必要としないから

隊員から要望がないから

効果が分からないから

この資器材を知らない

購入を検討中(購入予定)

使用上の問題

その他

救急隊専用の軽量保安帽（ヘルメット）が導入されていない理由

を教えてください。(複数回答可) （n:消防本部数）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体

(n=473)

10万人未満

(n=236)

10万人以上、30万人未満

(n=115)

30万人以上

(n=56)

不明

(n=66)

救急隊専用の軽量保安帽(ヘルメット)の導入の希望は？

希望する どちらでもない 希望しない わからない
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回答した消防本部で、その他導入を期待しているものとしては、空調付き感染防御着(n=8)

が最も多く、次いで、ICT機器（n=7）、ビデオ喉頭鏡（n=7）、静脈可視化装置（n=7）が

続いた。 

 

8
7
7
7

6
5

3
3
3

2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0 2 4 6 8 10

空調付感染防止衣

ICT機器

ビデオ喉頭鏡

静脈可視化装置

除細動器

キャットハンズ

リユース型感染防止衣

訓練用資器材

人工呼吸器

CO2モニター

スクープハーネス

感染防止機材

骨盤固定具

EV救急車

smart119

エアストレッチャー

コムスタッド

スライディングボード

階段避難車

患者室と運転席との分離システム

感染対策用洗濯機

高規格救急車

防振架台

防刃ベスト

その他導入したい資器材があれば教えてください。
（n:消防本部数）
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問５ 救急隊員の身体的負担軽減のための講習（ボディメカニクスの理解など）を受講さ

せる制度はありますか？ 

 

 

身体的負担軽減のための講習（ボディメカニクスの理解など）を受講させる制度は0.9％の

消防本部があると回答した。 

あると回答した消防本部に、具体的にどのような講習を受講させているかを聞いたところ 

以下の回答を得た。 

 

・本部内の救急生涯教育の一環として職員に伝達 

・精神的負担について 

・初任総合教育課程で受講している 

・腰痛予防研修、病院実習におけるリハビリテーション研修 

・古武術式介護 

 

ボディメカニクスの理解などの講習を行っているのは、わずか0.9%にとどまり、この点は

今後の改善が期待される。 

 

 

  

ある

0.9%

ない

99.1%

救急隊員の身体的負担軽減のための講習

（ボディメカニクスの理解など）を受講させる制度は

ありますか？
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問６ 救急隊員の心理的負担を軽減するために貴消防本部が行っている施策はあります

か？ 

 

 

心理的負担軽減のための施策としては、ストレスチェック制度の結果を踏まえた労務軽減

対策の実行が215件、ストレスケアの助言を受ける機会の整備が204件とストレスに対する

チェック体制の整備や相談窓口の設置はなされつつあることがわかる。一方で、ストレス

に対してどう対峙するかなどストレスケアなどの環境整備などはまだ十分に進んでいない

ことが判明した。 

 

 

 

 

96

7

4

47

93

204

215

10

7

0 50 100 150 200 250

ストレスマネジメント等の心理教育

個人のストレス耐性・セルフコントロール力を

高めるための心理トレーニング環境整備

ストレスコーピング導入の環境整備

公認心理士等の専門家による個別心理相談窓口

の設置

現場活動に関わる感情面の話をグループトーク

できる環境整備

ストレスケアの助言を受ける機会の整備

ストレスチェック制度の結果を踏まえた労務軽

減対策の実行

職員当事者だけではなく、家族への職務環境・

特殊性の理解を促進

家族内ケアを充実させるための組織的な啓発活

動, なし

救急隊員の心理的負担を軽減するために貴消防本部が行っている

施策はありますか？（複数回答可） （n:消防本部数）
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問７ 出産や子育てで現場から離れ、その後救急現場へ復帰するための再教育プログラム

にはどのようなものがありますか。あてはまるものをお選びください。（いくつでも○） 

 

 

出産や子育てで現場から離れ、その後救急現場へ復帰するための再教育プログラムについ

ては、復帰のための訓練が44消防本部、復帰のための座学が32消防本部にとどまった。 

整備されていない消防本部が430消防本部と非常に多いことがわかる。今後の産休・育休か

らの復帰プログラム構築が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32

44

22

430

25

10

5

1

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

復帰のための座学研修

復帰のための訓練

休業（休暇）中の情報提供

そのようなプログラムはない

そのようなプログラムがあるかわからない

作成中、検討中

再教育(座学、病院実習、同乗実習)

各署での対応

出産や子育てで現場から離れ、その後救急現場へ復帰するための

再教育プログラムにはどのようなものがありますか(複数回答可)
（n:消防本部数）
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問８ 貴消防本部では、女性救急隊員の救急隊活動での活躍を推進するために、どのよう

な施策を行っていますか。あてはまるものをお選びください。（いくつでも○） 

 

 

女性救急隊員の救急隊活動での活躍を推進するための施策として最も多かったのは、女性

対象の更衣室やシャワーなどの施設設備で、383消防本部が回答した。次いで消防吏員全員

の意識改革が98件、メディアによる女性救急隊員の紹介/PRが95件、トップや管理職の意識

改革が77件、時短勤務などの勤務形態の拡充が61件と行なっている消防本部が増加してい

ることが判明した。一方で、特に実施していない消防本部も112件と少なくないこともわか

った。このうち90消防本部は女性が存在しないこともその理由であると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

383

22

61

75

20

95

40

77

98

30

112

1

2

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

女性対象の設備(例 更衣室、シャワー室)の拡充

女性が取扱いやすい救急資器材の導入

育休代替など育休復帰をしやすくするための制度導入

時短勤務などの勤務形態の拡充

復帰するための再教育プログラムの拡充

メディアによる女性救急隊員の紹介／PR

女性対象の就職セミナーの拡充

トップや管理職の意識改革

消防吏員全員の意識改革

女性活躍アドバイザー制度の拡充

特に実施していない

女性活躍推進検討委員会設置

その他

貴消防本部では、女性救急隊員の救急隊活動での活躍を推進する

ために、どのような施策を行っていますか。（複数回答可）
（n:消防本部数）
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問９ 貴消防本部では、再任用職員の救急隊活動での活躍を推進するために、どのような

施策を行っていますか。あてはまるものをお選びください。（いくつでも○） 

 

 

 

再任用職員の救急隊活動での活躍を推進するための施策として、時短勤務などの勤務形態

の充実が75件、再任用職員に関する条例の整備が43件であった。しかしながら、438消防本

部と8割の消防本部で実施していないことがわかった。これは再任用職員を雇用していない

454消防本部が存在していることも関係していると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43

3

4

75

5

3

18

20

438

19

2

2

3

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

再任用職員に関する条例の整備

再任用職員が取扱いやすい救急資器材の導入

再任用職員を前提とした安全管理マニュアルの整備

時短勤務などの勤務形態の拡充

復帰するための再教育プログラムの拡充

メディアによる再任用職員(救急隊員)の紹介／PR

トップや管理職の意識改革

消防吏員全員の意識改革

特に実施していない

救急隊以外の業務

日勤救急隊として従事

独自のプログラムを作成

検討中

貴消防本部では、再任用職員の救急隊活動での活躍を推進するた

めに、どのような施策を行っていますか。（複数回答可）
（n:消防本部数）
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問１０ 女性救急隊員/再任用職員の活躍推進にあたり、政府や自治体からどのような支援

が提供されればよいと思いますか。あてはまるものをお選びください。（いくつでも○） 

 

 

女性救急隊員/再任用職員の活躍推進にあたり、政府や自治体に要求したい支援として、身

体的負担軽減に繋がる資器材導入への補助金新設が372件、女性対象の設備に活用できる補

助金の新設。拡充が324件、緊急消防援助隊設備整備費補助金の適用範囲を身体的負担軽減

に繋がる資器材導入にまで拡充が212消防本部で要望していることが明らかになった。 

 

 

 

 

 

212

372

324

81

151

33

11

2

3

1

1

0 50 100 150 200 250 300 350 400

緊急消防援助隊設備整備費補助金の適用範囲を

身体的負担軽減に繋がる資器材導入にまで拡充

身体的負担軽減に繋がる資器材導入への補助金

新設

女性対象の設備(例 更衣室、シャワー室)導入

に活用できる補助金の新設・拡充

女性救急隊員比率又は再任用職員比率に応じた

インセンティブ提供

女性隊員及び再任用隊員受け入れガイドライン

策定

特に必要ない

政府や自治体からの支援があっても女性救急隊

員/再任用職員活躍推進には繋がらない

組織間、個人間の情報共有の機会を作る

職員定員の増加

離職に関する分析

適切な助成金の分配

女性救急隊員/再任用職員の活躍推進にあたり、政府や自治体から

どのような支援が提供されればよいと思いますか（複数回答可）
（n:消防本部数）
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【消防本部からのアンケート結果のまとめ】 

 

本アンケートでは、531消防本部から回答を得たが、身体的負担を軽減するための施策と

して、最も多かった回答は他の隊員との乗換運用の実施などによる休憩時間の確保であっ

た（41.8%）。次に食事購入場所の緩和などによる食事時間の確保であった（20.2%）。心

理的負担の軽減策としてはストレスチェック制度の結果を踏まえた労務軽減対策の実行が

最多回答（40.5%）であり、次にストレスケアの助言を受ける機会の整備であった

（38.4%）。今後の具体的な労務管理やストレスケアのペストプラクティスの共有が望まれ

る。 

また女性救急隊員と再任用職員の活躍推進にあたり、身体的負担軽減に繋がる資器材導

入への補助金の新設を政府や自治体に求めている現状が明らかとなった（70.1%）。今後

は、育休や産休からの復帰プログラムや再任用へのプログラム作りが望まれる。 

今回のアンケートでも全国の各消防本部は乗換運用や休暇時間の確保など労務管理によ

り負担を軽減する懸命な努力をしていたが、一方で、負担軽減に繋がる資器材導入につい

ては予算的な問題から進んでいない本部も少なくないことが明らかとなった。 
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2）救急隊員へのアンケート結果 
消防職員としての心理的負担についての項目を問22から問27までの6問を行った。 

以下にその結果と解析結果を示す 

 
1. 回答者の背景について 

全国724消防本部へアンケートの送付を行い、消防本部に在籍する救急隊員15,811人から回

答を得ました。回答者の背景を表に示します。 
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2）救急活動における身体的負担について 
消防職員としての身体的負担についての項目を問11から問21までの10問を行った。 

以下にその結果と解析結果を示す。 

 

問11.直近3当務の、あなたの平均的な当務あたりの出場件数をお聞かせください 

  1. 0 回 2. 1～3 回 3. 4～6 回 4. 7～9 回 5. 10～12

回 

6. 13～15

回 

7. 16～19

回 

8. 20 回以

上 

人数 961 6023 4481 2804 1106 222 72 142 

割合 6.1% 38.1% 28.3% 17.7% 7.0% 1.4% 0.5% 0.9% 

救急隊として、平均的な直近１当務あたりの出場件数は、1〜3回での回答最も多かった

（38.1%）。次いで4－6回（28.3％）、7－9回（17.7％）を占めていた。一方で10回を超え

るのが約10％を超えていた。 

 

問12. 直近3当務の、あなたの平均的な救急活動における身体的的負担の程度をお聞かせく

ださい。 

 

救急活動に伴う身体負担の程度を「0：身体的負担はなかった」から「10：身体的負担が非

常に多かった」の10のスケールで主観的調査した。 

直近3当務の、平均的な救急活動における身体的負担の程度は、どちらでもないを示すスケ

ール５が19％を占め、ついでやや負担を示す７が14％、6が12％であった。負担を感じてい

ると推察できる6以上は39％を占めていた。 
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問13. 直近3当務の、あなたの平均的な救急活動における以下の動作時の身体的負担の程度

をお聞かせください。 

 

 
 

救急活動に伴う身体負担の程度を「0：身体的負担はなかった」から「10：身体的負担が非

常に多かった」で調査し、中央値では「5：どちらでもない」と感じている救急隊員が多か

った一方、何らかの身体的負担を感じた回答者の割合は、傷病者の移送（34.6%）、簡易搬

送器材を用いた搬送時（36.0%）、簡易搬送器材を用いた階段時の搬送（39.8%）、救急車

への傷病者の搬入／搬出（32.9%）など傷病者を持ち上げ下げする動作時に多い傾向を示し

た。 
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問14. 暑熱・寒冷環境下での身体的負担について、どの程度当てはまるかお聞かせくださ

い。 

 

 

 

暑熱・寒冷環境下での身体的負担について質問したところ、発汗により救急服・感染防止

衣が身体にベタつくことで、身体の動かしづらさを感じるという項目は、男性の平均値は

1.7、女性の平均値は1.9となった。 

感染防止衣内の熱感がこもることによって、身体的負担を感じるという項目で、男性の平

均値は1.5、女性の平均値は1.7と、女性が高い傾向を示した。 

出場時の寒冷暴露による身体的こわばり（関節や力の入り方）が活動時の身体的可動性に

影響するという項目で、男性の平均値は2.0、女性の平均値は2.0となった。 

野外活動時、寒冷暴露によって資器材の取扱い動作に影響を感じるという項目で、男性の

平均値は2.0、女性の平均値は2.1とほぼ同等であった。また、男女の平均値において、発

汗により救急服・感染防止衣が身体にベタつくことで、身体の動かしづらさを感じるおよ

び感染防止衣内の熱感がこもるなどによって、統計学的優位として、身体的負担を感じて

いることが判明した 
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問15. 救急活動に起因するものに関わらず現在、身体で痛みがあるところをお聞かせくだ

さい。(いくつでも○) 

 

 

救急活動時に救急隊が身体の痛みを訴えている部位として、男女とも腰部への痛みが最も

多かった（男67.8％：女63.2％）。女性においては腰につぎ肩が38.7％、首が31.3％であ

った。また膝が17.7％、手は16.1％であった。男性においては、肩が27.4％、首が23.8％

であった。また膝が16.2％であった。 
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問16. 身体の痛みにより、救急活動で影響が出ているのはどこですか。 あてはまるものを

お選びください。(いくつでも○) 

 

 

 

身体の痛みにより、救急活動での影響がある動作として、男性救急隊員では階段搬送

（51.5％）が最も多く、女性では救急車への搬入/搬出時（41.3％）が最も多く身体への痛

みを感じていた。さらに女性救急隊員では傷病者の抱き上げ（32.9％）や、階段搬送時に

痛み（29.2％）を感じていた。男性救急隊員では階段搬送（51.5％）ついで傷病者の抱き

上げ（42.6％）などが痛みをともなう動作として挙げられた。 

 

 

問19. あなたは、勤務中における身体的負担の状況改善を希望するかお聞かせください。

(1つだけ○) 

 

  1.強く希望する 2.やや希望する 3.どちらともいえない 4.あまり希望しない 5.全く希望しない 

人数 3204 5163 5029 1569 846 

割合 20.3% 32.7% 31.8% 9.9% 5.4% 

 

救急隊として身体的負担の状況改善を希望するかの質問として、勤務中における身体的負

担の状況改善を男女を問わず、救急隊員半数以上の53％が希望していることが明らかとな

った。 
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問21 あなたの消防本部では、救急隊員の身体的負担軽減のために 

ⅰ) 以下の資器材を導入されていますか。（1つだけ○） 

ⅱ）資機材を導入されていない理由を教えてください。（いくつでも○） 

ⅲ）他の資器材材について、あなたは導入を希望しますか。（1つだけ○） 

 

 

  回答者の勤務する消防機関の規模 
 10万人未満 10万人以上30万人未満 30万人以上 

  導入状況 導入希望 導入状況 導入希望 導入状況 導入希望 

①   自動式心マッサージ器 87.5% 16.9% 78.3% 18.5% 72.9% 16.9% 

②   ロボットスーツ 0.3% 12.9% 0.7% 14.8% 0.4% 16.7% 

③   電動ストレッチャー 2.6% 30.9% 2.1% 30.3% 6.2% 30.7% 

④   救急隊専用の軽量保安帽 14.8% 25.4% 18.0% 26.7% 20.8% 34.4% 

 

救急隊個人の意見で救急隊員の身体的負担軽減のために導入されている資機材についての

質問では、自動式心マッサージ器は72.9%～87.5%とその他の資器材と比較して導入率が高

かった一方、ロボットスーツは0.3%～0.7%、電動ストレッチャーは2.1%～6.2%と低い導入

率であることが示された。特に電動ストレッチャーは導入率が低かった一方で、導入を希

望する回答者の割合は30.3%～30.9%と比較的高いことが示された。また自動式心マッサー

ジ器は導入率が高いにもかかわらず、いまだ導入希望が16.9%～18.5%と比較的高いことが

示された。 

 

 

【救急活動における身体的負担についてのまとめ】 

 

身体的負担については、救急業務に従事する隊員における身体的ストレス心的ストレスの

負荷は男女において明らかな差は見られなかったものの、身体的なストレスとして腰部が

65％を超えて障害を受けていることが明らかになった。さらに女性救急隊員は男性救急隊

員と比べても抱き上げ搬送や階段搬送などの腰部に負担がかかる場面では男性にその任を

任せていることも多いことが判明したが、逆に救急車からの傷病者の搬出や搬入などにお

いて腰部に負担がかかっていることが明らかとなった。 

腰の痛みを我慢しながら業務を行うことでさらなる事故の発生を招来するならば、この点

はそれを補助する機材（パワースーツや電動ストレッチャーなど）による動作補助を導入

することが求められる。 
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3）消防職員としての心理的負担について 
消防職員としての心理的負担についての項目を問22から問27までの6問を行った。 

以下にその結果と解析結果を示す。 

 

問22 直近３当務の、あなたの平均的な救急活動における心理的負担の程度をお聞かせく

ださい。 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

 
 

直近３当務の救急活動における心理的負担の程度について、全体では「心理的負担はなか

った：0」が最も多く17.5%、次いで「どちらでもない：5」が16.8%、「やや負担になって

いる程度：7」が11.6%であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
人数（名） 2,773 1,356 1,082 918 387 2,663 1,694 1,834 1,437 577 1,090 15,811
構成比（％） 17.5% 8.6% 6.8% 5.8% 2.4% 16.8% 10.7% 11.6% 9.1% 3.6% 6.9% 100.0%

心理的負担
　ゼロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　心理的負担　　　　　　　　　　　　　　　　　　大

総計
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■ 管轄人口別 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

 

管轄人口あたりの規模別の比較では、グラフで示すように「0」が最も多いのは、管轄人口

10万人未満であり、「10」が最も多くなるのは、管轄人口30万人以上であった。 
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■ 役職別(隊長・隊員・機関員) 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

 

 

役職別の比較では、心理的負担の割合が増すにつれて、隊長職の回答が最も高い割合で推

移する結果であった。 
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問23 直近３当務の、あなたの平均的な救急活動において、以下がどの程度当てはまるか

お聞かせください。 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

 

 

まず直近３当務の平均的な救急活動においてに、①凄惨な光景に過度な緊張を感じること

があった割合は、「そうだ・まあそうだ」を合わせて44.0%に至っており、半数弱において

過度な緊張状態を強いられていることがわかった。②訓練と救急現場のギャップに悩む割

合は、「やや違う・違う」を合わせ、65.0%となっており、訓練を成果へとつなげている傾

向が高いことがわかった。③一当番中に軽症-重症事案が入り乱れることで感情等の整理が

できないことについては、「やや違う・違う」を合わせ、69.6%となっており、約7割の隊

員が上手く対応できている傾向がわかった。④心無い言葉については、「やや違う・違

う」を合わせ、58.9%となっており、約6割の隊員が違うという傾向を示し、約半数の隊員

は、感情を引きずることはなかったと回答している。 

1:そうだ 2:まあそう 3:ややちが 4:ちがう 総計
1,628 5,329 4,001 4,853 15,811

(10.3%) (33.7%) (25.3%) (30.7%) (100.0%)
1,061 4,482 5,195 5,073 15,811
(6.7%) (28.4%) (32.9%) (32.1%) (100.0%)
1,296 3,506 4,969 6,040 15,811
(8.2%) (22.2%) (31.4%) (38.2%) (100.0%)
2,383 4,121 3,968 5,339 15,811

(15.1%) (26.1%) (25.1%) (33.8%) (100.0%)
2,972 4,472 4,304 4,063 15,811

(18.8%) (28.3%) (27.2%) (25.7%) (100.0%)
3,943 4,966 3,192 3,710 15,811

(24.9%) (31.4%) (20.2%) (23.5%) (100.0%)
2,707 5,493 3,502 4,109 15,811

(17.1%) (34.7%) (22.2%) (25.6%) (100.0%)
⑦消防隊、救急隊を兼務しているとき、救急出場中に自分の担当
係事務処理を他の係員が手伝って進行してくれていた

①救急現場での凄惨な光景に過度な緊張を感じることがあった

②訓練ではできる手技が、救急現場ではうまくいかずギャップに
悩むことがあった

③一当番中の出場に重症事案や軽症事案が入り乱れ、個々の
案件に対する感情や思いをうまく整理できないことがあった

④救急隊員として市民へ献身的な対応をしているにも関わらず
心無い言葉をかけられることがあった

⑤救急隊員へ向け、現場で心無い言葉をかけられても苛立ちなど
の感情を抑え引きずることはなかった

⑥消防隊、救急隊を兼務しているとき、救急出場事務処理と他の
担当係事務の作業がたまり、過剰な負担がかかる時があった



 

39 

■ 管轄人口別 

 

管轄人口あたりの規模別
質問項目 管轄人口規模 1:そうだ 2:まあそ 3:ややち 4:ちがう 総計

675 1,995 1,359 1,876 5,905
(11.4%) (33.8%) (23.0%) (31.8%) (100.0%)

465 1,707 1,262 1,519 4,953
(9.4%) (34.5%) (25.5%) (30.7%) (100.0%)

488 1,627 1,380 1,458 4,953
(9.9%) (32.9%) (27.9%) (29.4%) (100.0%)
1,628 5,329 4,001 4,853 15,811

(10.3%) (33.7%) (25.3%) (30.7%) (100.0%)
466 1,725 1,836 1,878 5,905

(7.9%) (29.2%) (31.1%) (31.8%) (100.0%)
296 1,404 1,669 1,584 4,953

(6.0%) (28.4%) (33.7%) (32.0%) (100.0%)
299 1,353 1,690 1,611 4,953

(6.0%) (27.3%) (34.1%) (32.5%) (100.0%)
1,061 4,482 5,195 5,073 15,811
(6.7%) (28.4%) (32.9%) (32.1%) (100.0%)

463 1,240 1,788 2,414 5,905
(7.8%) (21.0%) (30.3%) (40.9%) (100.0%)

368 1,092 1,625 1,868 4,953
(7.4%) (22.1%) (32.8%) (37.7%) (100.0%)

465 1,174 1,556 1,758 4,953
(9.4%) (23.7%) (31.4%) (35.5%) (100.0%)
1,296 3,506 4,969 6,040 15,811
(8.2%) (22.2%) (31.4%) (38.2%) (100.0%)

657 1,304 1,527 2,417 5,905
(11.1%) (22.1%) (25.9%) (40.9%) (100.0%)

651 1,311 1,300 1,691 4,953
(13.1%) (26.5%) (26.3%) (34.1%) (100.0%)
1,075 1,506 1,141 1,231 4,953

(21.7%) (30.4%) (23.0%) (24.9%) (100.0%)
2,383 4,121 3,968 5,339 15,811

(15.1%) (26.1%) (25.1%) (33.8%) (100.0%)
1,165 1,575 1,435 1,730 5,905

(19.7%) (26.7%) (24.3%) (29.3%) (100.0%)
918 1,425 1,381 1,229 4,953

(18.5%) (28.8%) (27.9%) (24.8%) (100.0%)
889 1,472 1,488 1,104 4,953

(18.0%) (29.7%) (30.0%) (22.3%) (100.0%)
2,972 4,472 4,304 4,063 15,811

(18.8%) (28.3%) (27.2%) (25.7%) (100.0%)
1,510 1,897 1,179 1,319 5,905

(25.6%) (32.1%) (20.0%) -22.3% (100.0%)
1,173 1,615 1,027 1,138 4,953

(23.7%) (32.6%) (20.7%) (22.3%) (100.0%)
1,260 1,454 986 1,253 4,953

(25.4%) (29.4%) (19.9%) (25.3%) (100.0%)
3,943 4,966 3,192 3,710 15,811

(24.9%) (31.4%) (20.2%) (23.5%) (100.0%)
977 2,028 1,372 1,528 5,905

(16.6%) (34.3%) (23.2%) (25.9%) (100.0%)
886 1,803 1,103 1,161 4,953

(17.9%) (36.4%) (22.3%) (23.4%) (100.0%)
844 1,662 1,027 1,420 4,953

(17.0%) (33.6%) (20.7%) (28.7%) (100.0%)
2,707 5,493 3,502 4,109 15,811

(17.1%) (34.7%) (22.2%) (26.0%) (100.0%)

③一当番中の出場に重症事案や
軽症事案が入り乱れ、個々の案
件に対する感情や思いをうまく
整理できないことがあった

1.管轄人口
10万人未満

2.管轄人口10万人
以上、30万人未満

3.管轄人口
30万人以上

総計

①救急現場での凄惨な光景に過
度な緊張を感じることがあった

1.管轄人口
10万人未満

2.管轄人口10万人
以上、30万人未満

3.管轄人口
30万人以上

総計

②訓練ではできる手技が、救急
現場ではうまくいかずギャップ
に悩むことがあった

1.管轄人口
10万人未満

2.管轄人口10万人
以上、30万人未満

3.管轄人口
30万人以上

総計

④救急隊員として市民へ献身的
な対応をしているにも関わらず
心無い言葉をかけられることが
あった

1.管轄人口
10万人未満

2.管轄人口10万人
以上、30万人未満

3.管轄人口
30万人以上

総計

⑤救急隊員へ向け、現場で心無
い言葉をかけられても苛立ちな
どの感情を抑え引きずることは
なかった

1.管轄人口
10万人未満

2.管轄人口10万人
以上、30万人未満

3.管轄人口
30万人以上

総計

1.管轄人口
10万人未満

2.管轄人口10万人
以上、30万人未満

3.管轄人口
30万人以上

総計

⑥消防隊、救急隊を兼務してい
るとき、救急出場事務処理と他
の担当係事務の作業がたまり、
過剰な負担がかかる時があった

1.管轄人口
10万人未満

2.管轄人口10万人
以上、30万人未満

3.管轄人口
30万人以上

総計

⑦消防隊、救急隊を兼務してい
るとき、救急出場中に自分の担
当係事務処理を他の係員が手
伝って進行してくれていた

（備考） 

１ 構成比については、

それぞれの程度ごとの 

回答数に占める割合  

２ 構成比については、

小数第二位を四捨五入 
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管轄人口あたりの規模別の比較では、一つの項目以外は、総じて規模に関係なく同様の傾

向を示しているが、「④心無い言葉をかけられることがあった」項目に関し、規模が大き

い地域では、「そうだ」と答える割合が多くなっていることが判明した。 
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問24 あなたの人間関係のストレスについてうかがいます。最も当てはまるものに○を付

けてください。 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

「上司-部下／先輩-後輩との関係」など署内の人間関係を起因とするストレスも多い。こ

の点に対しては、組織風土の改善に向け、心理的安全性を組織内へ浸透させるための専門

研修を導入することが必要だと考えられる。  

 

人間関係のストレスについて、関係性別に図にて示したところ、「医師・看護師との関

係」において、「感じる・やや感じる」の割合が多くなっていることがわかった。医療機

関選定や医療機関での引き継ぎ時などの場面における心理的なストレスを感じている隊員

が多いことが推察できる。 

1：感じる 2：やや感じる 3：あまり感じない 4：感じない 総計
3,050 4,901 5,177 2,683 15,811

(19.3)% (31.0%) (32.7%) (17.0%) (100.0%)
791 2,542 7,252 5,226 15,811

(5.0%) (16.1%) (45.9%) (33.1%) (100.0%)
1,516 3,845 6,586 3,864 15,811
(9.6%) (24.3%) (41.7%) (24.4%) (100.0%)

552 1,590 6,207 7,462 15,811
(3.5%) (10.1%) (39.3%) (47.2%) (100.0%)

873 2,986 6,681 5,271 15,811
(5.5%) (18.9%) (42.3%) (33.3%) (100.0%)
4,544 5,096 3,797 2,374 15,811

(28.7%) (32.2%) (24.0%) (15.0%) (100.0%)
3,488 5,199 4,556 2,568 15,811

(22.1%) (32.9%) (28.8%) (16.2%) (100.0%)
看護スタッフとの関係

上司―部下の関係

同僚との関係

先輩―後輩の関係

異性との関係

他隊との関係

医師との関係
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問25 あなたの業務内容でのストレスについてうかがいます。最も当てはまるものに○を

付けてください。 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

 

「類似・重複する書類」について、心理的ストレスを感じている職員も多い傾向が明らか

になった。この点に対しては、既存書式中心の視点から、入力項目中心の視点に切り替

え、隊員個人が重複している入力項目回数を可能な限り削減できるプラットフォームへの

改修を進めることが必要だと考えられる。ICTを活用し、消防活動記録票・救急活動記録

票・出場記録票等各書式内の共通項目の入力を1回に集約、出力時に記録票の指定によって

必要項目を抽出できるように工夫するなども考えられる。文書管理規定の見直しや該当法

令の確認も行い可能性の模索を進めるべきである。 

1：感じる 2：やや感じる 3：あまり感じない 4：感じない 総計
2,537 4,543 5,700 3,031 15,811

(16.1%) (28.7%) (36.1%) (19.2%) (100.0%)
859 2,324 6,246 6,382 15,811

(5.4%) (14.7%) (39.5%) (40.4%) (100.0%)
583 1,755 8,255 5,218 15,811

(3.7%) (11.1%) (52.2%) (33.0%) (100.0%)
859 3,250 7,385 4,317 15,811

(5.4%) (20.6%) (46.7%) (27.3%) (100.0%)
2,698 4,087 5,407 3,619 15,811

(17.1%) (25.9%) (34.2%) (22.9%) (100.0%)
2,854 3,921 5,362 3,674 15,811

(18.1%) (24.8%) (33.9%) (23.2%) (100.0%)
4,438 5,391 3,775 2,207 15,811

(28.1%) (34.1%) (23.9%) (14.0%) (100.0%)
2,128 4,168 6,082 3,433 15,811

(13.5%) (26.4%) (38.5%) (21.7%) (100.0%)
1,305 2,647 5,602 6,257 15,811
(8.3%) (16.7%) '(35.4%) (39.6%) (100.0%)
4,396 4,512 4,344 2,559 15,811

(27.8%) (28.5%) (27.5%) (16.2%) (100.0%)
2,039 3,993 5,869 3,910 15,811

(12.9%) (25.3%) (37.1%) (24.7%) (100.0%)
1,414 2,848 6,518 5,031 15,811
(8.9%) (18.0%) (41.2%) (31.8%) (100.0%)
2,277 4,093 6,013 3,428 15,811

(14.4%) (25.9%) (38.0%) (21.7%) (100.0%)
3,882 4,864 4,624 2,441 15,811

(24.6%) (30.8%) (29.3%) (15.4%) (100.0%)
1,854 3,959 6,285 3,713 15,811

(11.7%) (25.0%) (39.8%) (23.5%) (100.0%)

⑬担当事務量が多い

⑭類似・重複する複数の書式が多く効率化されていないと感じる

⑮学会や検討会、勉強会への参加

⑦搬送先医療機関への連絡、病院との連携に苦労する

⑧成果を挙げた案件に対し、称賛よりも細部への指摘が多くなってしまう

⑨労務管理などで、乗務交代で救急隊から消防隊へ乗り換える

⑩仮眠時間が適切に取れない

⑪警防系－係事務系との業務調整に苦労する

⑫希望通りの業務に従事できていない

⑥正当な職務を遂行していたにも関わらず、利用者、関係者からのクレームが
入った際、組織的に擁護されにくく、指導、叱責の対象になってしまう

①出場件数が多い

②出場件数が少ない

③活動訓練が多い

④活動訓練が少ない

⑤正当な職務の遂行に対しての利用者、関係者等からのクレーム
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業務内容に関するストレスについては、質問項目のうち最もストレスの割合が大きかった

上位3項目が、「感じる・やや感じる」を合わせ「⑦医療機関への連絡・病院との連携

（62.2%）」、「⑩仮眠時間が取れない（56.3%）」、「⑭類似・重複する複数の書式が多

く効率化されていないと思う（55.4%）」であった。他にも、「⑤利用者・関係者からのク

レーム」「⑥クレームが入った際の組織の対応」「⑧成果に対する細部への指摘」などの

項目が40%前後となっている。 
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その他自由記載に回答されたものをコーディングし、その他のストレス要因（不特定）を

含み23のセグメントに分類した。その結果、医療機関（受入連絡・引継ぎ）に関連するス

トレスが最も多い傾向にある。次に、注目すべきは「他隊・他業務との関係」の両立・理

解・業務格差を合わせると189件にも及ぶ結果となった。 
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問26 あなたの署内生活でのストレスについてうかがいます。最も当てはまるものに○を

付けてください。 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

 

 

署内生活に関するストレスについては、選択項目にある「⑥仮眠室が個室でない」ことに

対しての割合が最も高く「感じる・やや感じる」を合わせて38.7%、次いで「⑤周囲の目を

気にして緊張を解くための息抜きがしづらい」が32.8%である。 

 

 

1：感じる 2：やや感じる 3：あまり感じない 4：感じない
5：行っていない
(環境に該当しない)

総計

857 1,438 3,559 5,778 4,179 15,811
(5.4%) (9.1%) (22.5%) (36.5%) (26.4%) (100.0%)

664 1,806 5,590 7,345 406 15,811
(4.2%) (11.4%) (35.4%) (46.5%) (2.6%) (100.0%)
1,260 1,280 2,804 7,841 2,626 15,811
(8.0%) (8.1%) (17.7%) (49.6%) (16.6%) (100.0%)

749 978 3,068 8,300 2,716 15,811
(4.7%) (6.2%) (19.4%) (52.5%) (17.2%) (100.0%)
1,890 3,291 4,591 5,618 421 15,811

(12.0%) (20.8%) (29.0%) (35.5%) (2.7%) (100.0%)
3,992 2,125 2,361 5,333 2,000 15,811

(25.3%) (13.4%) (14.9%) (33.7%) (12.7%) (100.0%)
⑥仮眠室が個室でない

①食事当番

②庁舎掃除

③喫煙場所が確保されていない

④喫煙場所が規制されていない

⑤周囲の目を気にして、緊張を
解くための息抜きがしづらい
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■その他(自由記載)の扱いについて 

 

 

その他自由記載に回答されたものをコーディングし、その他のストレス要因（不特定）を

含み24のセグメントに分類した。この設問では、署内生活について、お聞きした設問であ

ることから、生活環境を中心に回答を整理しています。主に「共同生活、対人関係、庁

舎・設備、労働衛生」を中心に、問２５と重なる部分を「労務管理」と中項目を設定し、

以下に詳細なセグメントを設定している。署内生活では、24時間勤務を基本とした①共同

生活に関するストレスが89件、②対人関係が175件寄せられている。 
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問27 あなたの職務に対する心の状態についてうかがいます。最も当てはまるものに○を

付けてください。 

 
（備考）１ 構成比については、それぞれの程度ごとの回答数に占める割合  

２ 構成比については、小数第二位を四捨五入 

 

職務に対する心の状態については、「①自らの目標を見据え、日々成長を実感している」

割合は、49.5%であった。「②毎回の勤務中に救急隊員としてのやりがいを感じている」割

合は、59.9%であった。約半数の救急隊員は、日々の成長を実感し、もしくは、やりがいを

感じている、という結果であった。 

「③余暇（非番、休日など）の時間においても、仕事のことを考え、ストレスを感じる」

割合は、45.4%であった。「④余暇（非番、休日など）の時間で、十分なストレス解消を実

感できている」割合は、54.5%となっている。 

 

 

 

 

1：感じる 2：やや感じる 3：あまり感じない 4：感じない 総計
1,116 6,707 6,588 1,400 15,811
(7.1%) (42.4%) (41.7%) (8.9%) (100.0%)
1,932 7,544 4,907 1,428 15,811

(12.2%) (47.7%) (31.0%) (9.0%) (100.0%)
1,897 5,278 5,840 2,796 15,811

(12.0%) (33.4%) (36.9%) (17.7%) (100.0%)
2,202 6,411 5,520 1,678 15,811

(13.9%) (40.6%) (34.9%) (10.6%) (100.0%)

①自らの目標を見据え、
日々成長を実感している

②毎回の勤務中に救急隊員としての
やりがいを感じている

③余暇（非番、休日など）の時間においても、
仕事のことを考え、ストレスを感じる

④余暇（非番、休日など）の時間で、
充分なストレス解消を実感できている
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【心理的負担についてのアンケートのまとめ】 

 

救急隊員の活動における心理的ストレス負荷は、単独の要因だけの作用ではない。 

「上司-部下／先輩-後輩との関係」など署内の人間関係を起因とするストレスも多い。こ

の点に対しては、組織風土の改善に向け、心理的安全性を組織内へ浸透させるための専門

研修を導入することが必要だと考えられる。また現場に出場すると業務上において医療機

関とのコミュニケーションにストレスを多く感じている傾向が示された。 

また類似・重複する書類についても、心理的ストレスを感じている職員も多い傾向が明ら

かになった。この点に対しては、既存書式中心の視点から、入力項目中心の視点に切り替

え、隊員個人が重複している入力項目回数を可能な限り削減できるプラットフォームへの

改修を進めることが必要だと考えられる。ICTを活用し、消防活動記録票・救急活動記録

票・出場記録票等各書式内の共通項目の入力を1回に集約、出力時に記録票の指定によって

必要項目を抽出できるように工夫するなども考えられる。文書管理規定の見直しや該当法

令の確認も行い可能性の模索を進めるべきである。 

今後、厚生労働省の指針内にも示される「４つのストレスケア」のうち、個人のセルフケ

ア力の向上が求められる。自らのストレスに気づき、対処する知識・スキルを習得するた

め、専門家によるストレスコーピング研修や実践のトレーニング環境の整備が必要であ

る。複数の細かい要因が多重層的に影響し合うことによって、ストレス反応を増大させて

しまいます。そのため、グラフの数値の多さや少なさに影響されるということよりも、自

由記載の中から隊員の切実なストレス要因となっている項目に目を向け、組織の実情に耳

を傾け、具体的な行動を伴う改善はどこから可能なのかを“改善する前提の意思”をもっ

て検討にお役立ていただきたい。 

心理的ストレスの対策は、身体的負荷の対策と異なり、目に見える物理的装置によって改

善されたことが把握しづらい要素です。しかし、確実にそこに存在しその影響によって隊

員のパフォーマンスが下がる要因となっている。 

職員は、各々が年間を通じて違う立場で現場経験を培い、その経験を基に訓練に励み、知

識・スキルを高めており、毎年その技能が積み重ねられていきます。隊員一人ひとりが異

なるリソースを培った組織最大の財産である。心理的ストレスの蓄積によって現場を離脱

するような事態は、市民にとっても損失であり、組織にとって最も大きな損失といえる。

こうした事態を改善・回避するためにも、本部等の組織が対策を推し進める強い意思を示

すことが求められている。 
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4）女性消防職員活躍について 
女性消防職員の現状と活躍についての項目を問28から問42までの15問を行った。 

以下にその結果と解析結果を示す。 

 
問28. 救急活動において、女性救急隊員だからこそ活躍できる場面はありますか。 

あてはまるものをお選びください。(いくつでも○) 

 

女性救急隊員だからこそ活躍できる場面として、女性対応が90％以上と男女救急隊員とも

最も多く、次いで子ども対応が50％以上をしめた。 

 

問29. 女性が救急隊活動を行う上での問題点はありますか。あてはまるものをお選びくだ

さい。(いくつでも○) 

 

女性が救急隊活動を継続する上で、体力面での不安が70％以上と最も多く、次いで特に女

性救急隊はライフイベントによる長時間労働への困難さが問題点に挙げられた（62.6%）。 

 

問30. 今後、女性が救急隊として活躍するための対応策についてうかがいます。あてはま

るものお選びください。(いくつでも◯) 

 

女性が救急隊として活躍するための対応策については、男性職員は女性対象の設備が最も

多く（64.1％）、女性職員は育休代替や育休復帰をしやすくするための制度の導入

（68.8％）を求めていることがわかった。 
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問31. あなたは「産前産後休業(休暇)」や「育児休業(休暇)」を取得したことがあります

か。 あてはまるものをお選びください。 
  人数 割合 
1. 産前産業休業（休暇）のみ取得したことがある 1513 9.6% 
2. 育児休業（休暇）のみ取得したことがある 905 5.7% 
3.産前産後休業（休暇）と育児休業（休暇）を取得したことがある 697 4.4% 
4. どちらも取得したことはない 12696 80.3% 

「産前産後休業(休暇)」や「育児休業(休暇)」を取得したことがあるのは全体の9.6％であ

り、8割を占める割合で取得したことがないとの回答であった。 

 

 

問32. 問31の問いで「産前産後休業(休暇)」や「育児休業(休暇)」を取得したことがない

とお答えの方におうかがいいたします。あなたやパートナーが出産をする機会があるなら

ば、産前産後休業(休暇)や育児休暇後に、救急業務へ戻りたいと思いますか。(1 つだけ) 

N=12696 
  人数 割合 
1. 戻りたい 5844 46.0% 
2. 戻りたくない 1259 9.9% 
3. わからない 5593 44.1% 

「産前産後休業(休暇)」や「育児休業(休暇)」後に救急業務へ戻りたいと希望してる割合

は46％と半数近くが現場復帰を望んでいることが明らかとなった。具体的な対策が望まれ

た。 

 

問33. あなたの所属では「産前産後休業(休暇)」や「育児休業(休暇)」の取得について、

希望通り取得しやすい風土があるかお聞かせください。(1 つだけ○) 
  人数 割合 
1. ある 3160 20.0% 
2. どちらかといえばある 6279 39.7% 
3. どちらかといえばない 3842 24.3% 
4. ない 2530 16.0% 

回答者の約60%で取得しやすい環境であると答えたが、一方で、まだ休暇取得が取りににく

いと感じる職場がある（40.3％）のが現状である。 
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問38. 女性職員として、救急隊員(24 時間)として勤務するために必要な設備(女性専用の

更衣室、仮眠室、トイレ、シャワー 室・浴室など)が庁舎に完備されていますか。(女性の

み回答：1つだけ○) 

 
  人数 割合 
1. 完備されている 268 86.5% 
2. 不足している 39 12.6% 
3. ない 3 1.0% 

 

具体的に整備されていない設備はなんですか？ 
  人数 割合 
更衣室 16 41.0% 
仮眠室 20 51.3% 
トイレ 25 64.1% 
シャワー室、浴室 19 48.7% 
洗面室、洗濯室 17 43.6% 

 

庁署における女性に必要な設備として、80％以上の隊員が完備されていると回答したのに

対し、まだ整っていない署があることがわかった。具体的に施設整備されていないものと

して、トイレ、更衣室、仮眠室であり、引き続き女性用設備の充実が必要である。 

 

 

問39. 女性に特有な身体的変化（月経前症候群、月経困難症）が業務にもたらす影響につ

いてお聞かせください。（女性のみ回答） 

 

N＝310 
月経前症候群 人数 割合 
まったくない 34 11.0% 
少しあるが日常生活に支障はない 137 44.2% 
日常生活に支障があるが就業に支障はない 68 21.9% 
就業に支障がある 71 22.9% 

 

月経困難症 人数 割合 
まったくない 47 15.2% 
少しあるが日常生活に支障はない 119 38.4% 
日常生活に支障があるが就業に支障はない 63 20.3% 
就業に支障がある 81 26.1% 

女性に特有な身体的変化（月経前症候群、月経困難症）が業務にもたらす影響として就業

に支障あるとこたえたのが25％前後いることが明らかとなった。 
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問40. 問39 の問いで「就業に支障がある」あるとお答えの方におうかがいいたします。に

どのように対応していますか。(いくつ でも○) 

 
  人数 割合 
症状緩和のために薬を服用している 139 73.5% 
生理休暇を取る 17 9.0% 
上司に相談して仕事量を調整している 32 16.9% 
同僚に相談して仕事量を調整している 15 7.9% 
我慢して働く 103 54.5% 

女性特有の身体的特徴が業務に支障が出る割合は2割ほどで決して少なくはない。これにた

いして主に服用薬で対応していることがわかった。女性ならではの特徴に配慮した対応が

署全体で求められる。 

 

問41. 出産後、救急業務を続けていきたいと思った理由はなんですか?(出産経験のある方

のみ回答：いくつでも○) 

 

N=55 
  人数 割合 
地域を守りたいから 13 23.6% 
人の命を助ける仕事だから 26 47.3% 
救急救命士の国家資格を持っているから 22 40.0% 
働き方が自分に合っているから 26 47.3% 
周りの同僚との関係が良いから 9 16.4% 
収入の面で安定した職業だから 28 50.9% 
女性が活躍できる業務と示したいから 21 38.2% 
続けるしかない等 2 3.6% 

出産後、救急業務を続けていきたいと思った理由として「収入面での安定」が50.9％と最

も多く、次いで「人の命を助ける仕事だから」47.3％、「救急救命士の資格を持っている

から」40.0％、女性が活躍できる業務であるからは38.2％と続いた。 

 

問42. 出産後からこれまで救急業務を続けられている理由(サポート)はなんですか?( 出産

経験のある方のみ回答：いくつでも○) 

 
  人数 割合 
夫のサポートがあるから 41 74.5% 
親・親戚のサポートがあるから 41 74.5% 
業務に対応できる保育所に預けられているから, 17 30.9% 
ベビーシッターなど外部サービスを活用しているから 2 3.6% 
上司の理解があるから 27 49.1% 
同僚の理解があるから 22 40.0% 
同じ状況の女性の同僚がいるから 11 20.0% 

出産後からこれまで救急業務を続けられている理由については、夫や家族のサポートがあ

るからと回答した理由が最も多かった（74.5%）。 
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【女性消防職員活躍についてのアンケートのまとめ】 

 

消防本部に雇用されている女性が救急隊員として生涯勤務するための環境整備や、従事す

る上での身体的、精神的負担などの問題点をアンケートにより現状調査し、検討した。そ

の結果、救急現場における女性傷病者や小児の対応に有用であるとの回答が多かったこと

が判明した。しかし、出産や子供の養育などのライフイベントに変更が生じ、24時間勤務

が困難な状況が発生した際には、夫や家族の理解のもと、デイタイム救急隊（日勤救急

隊）などの柔軟な勤務シフトへの対応ができることを実現することが重要であると思われ

る。また45％が産休・育休後も現場に戻りたいという希望を望んでいることや、救急業務

に生きがいを持つようなプロモーションを望んでいることが判明した。今後、女性救急隊

員が活躍するための新たなキャリアプランを提案することは、女性消防吏員の割合を増加

させるのに極めて重要であり、女性が住民サービス向上のために自身の能力や資格を活か

せる職場環境構築が極めて重要と考えている。 
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5）再任用職員の活躍について 
救急隊員として再認証された職員の現状と活躍についての項目を問43から問47までの5問を

行った。以下にその結果と解析結果を示す。再任用職員から62件の回答が得られた。 
 

問43.あなたは今後も現場における救急業務を続けていきたいと思いますか？ 

 

 

問43. 今後も救急業務を続けていきたいと思う理由はなんですか？(複数選択可） 

再任用職員において、今後も救急業務を継続したいと思う理由を調査した。知識と経験を

活かせる業務だからと働き方が自分に合っているからが16人であり回答し最多であった。

次に、救急救命士の国家資格を持っているから10人、人の命を助ける仕事だから人、であ

った。 
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問44. 今後は救急業務を続けていきたいと思わない理由をお聞かせください。(複数選択

可) 

再任用職員において、今後は救急業務を継続したくないと思う理由を調査した。体力

的に厳しい業務だと思うからが21人と最も多く、次に、視力などに問題が出てきてい

るからが15人であった。精神的に厳しい業務であると思うからも7人回答しており、救

急業務は心身に大きな負担が伴う業務であることが見て取れる。再任用職員にも救急

業務を継続してもらうためには、心身的負担に向けた取り組みが必要不可欠であると

考えられる。特に、加齢により身体的機能は低下してしまい、身体的負担は増大して

しまうため、電動ストレッチャーや自動心マッサージ機の導入をし、身体的負担の軽

減を図る必要がある。 

 

問45. 今後も救急業務を続けていくにあたって問題になりそうなことはなんですか？(複数

選択可) 
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問46. 今後、再任用職員の救急隊活動での活躍を推進するために、どのような施策が必要

だとお考えですか。あてはまるものをお選びください。(複数選択可) 

 

再任用職員全員を対象に、再任用職員の救急隊活動での活躍を推進するために、どのよう

な施策が必要であると考えるか調査した。時短勤務などの勤務形態の拡充と24人が回答

し、再任用職員が取扱いやすい救急資器材の導入が19人であった。心身の負担を考慮した

勤務時間の設定や、負担軽減を目的とした資器材の導入が求められていることがわかる。

さらに、再任用職員に関する条例の整備が19人、再任用職員を前提とした安全管理マニュ

アルの整備が14人であり、再任用職員の勤務環境は未だ適切に整備さえておらず、勤務環

境の構築が急務である。 

 

 

【再任用職員の活躍についてのアンケートのまとめ】 

 

本章では再任用職員に対し調査を実施した。再任用職員は60歳以上の職員が過半数を占め

ており、継続して救急業務を継続していることが明らかとなった。半数以上の再任用職員

は、救急救命士(救急隊)の知識や経験を活かし、地域や市民を守りたいという点から、今

後も救急業務を継続したいと回答した。一方、今後は救急業務を継続したくないと回答し

た再任用職員は、救急業務における心身の負担と、加齢による身体的機能の低下を問題視

していた。 

今後は、比較的年齢を重ねた再任用職員が救急現場で安全に活躍するために、心身の負担

の軽減を目的とした施策が重要である。具体的には、電動ストレッチャーや自動心マッサ

ージ機の導入などの資器材の導入や、勤務形態の拡充などの勤務環境の整備が急務であ

る。 
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５．まとめ 

〜今後の提言〜 

 本アンケートの結果として、消防本部からのアンケートでは、身体的負担を軽減するた

めの施策として、他の隊員との乗換運用の実施などによる休憩時間の確保が多くあり、次

いで食事購入場所の緩和などによる食事時間の確保が上げられた。心理的負担の軽減策と

してはストレスチェック制度の結果を踏まえた労務軽減対策の実行が最多回答（40.5%）で

あり、次にストレスケアの助言を受ける機会の整備であった（38.4%）。 

また女性救急隊員と再任用職員の活躍推進にあたり、身体的負担軽減に繋がる資器材導入

への補助金の新設を政府や自治体に求める回答が多く寄せられた（70.1%）。 

各消防本部は乗換運用や休暇時間の確保など労務管理により負担を軽減する努力をしてい

たが、一方で、負担軽減に繋がる資器材導入については予算的な問題から進んでいない本

部が多いことが明らかとなった。 

 身体的負担については、救急業務に従事する隊員における身体的ストレス心的ストレス

の負荷は男女において明らかな差は見られなかったものの、身体的なストレスとして腰部

が65％を超えて障害を受けていることが明らかになった。女性は男性救急隊員と比べても

抱き上げ搬送や階段搬送などの腰部に負担がかかる場面では男性にその任を任せているこ

とも多いことが判明したが、逆に救急車からの傷病者の搬出や搬入などにおいて腰部に負

担がかかっていることが明らかとなった。腰の痛みを我慢しながら業務を行うことでさら

なる事故の発生を招来するならば、この点はそれを補助する機材（パワースーツや電動ス

トレッチャーなど）による動作補助を導入することが求められる。 

 心理的負担については、救急隊が感じるストレスは医療機関（受入連絡・引き継ぎ）に

よるものが多く、また、他隊・他業務との関係において多くの問題が生じていることが判

明した。また、仮眠時間が取れないことや、重複する文書の管理、関係者からのクレーム

があげられた。心理的ストレスの対策は、身体的負荷の対策と異なり、目に見える物理的

に改善されにくい。しかし、確実にそこに存在しその影響によって隊員のパフォーマンス

が下がる要因となっている。職員は、隊員一人ひとりが異なるリソースを培った組織最大

の財産と考えるべきである。限りある隊員が心理的ストレスの蓄積によって現場の離脱を

回避するためにもストレス対策について組織として取り組んでいいかなければならないこ

とが明らかとなった。 

 女性消防職員活躍については、女性救急隊員は、救急現場において女性傷病者や小児の

対応に有用であると多かった。しかし、出産や子供の養育などのライフイベントに変更が

生じ、24時間勤務を行うことが困難な状況が発生した際には、夫や家族の理解とともに、

組織としての勤務配置であるデイタイム救急隊（日勤救急隊）などの柔軟な勤務シフトへ

の対応ができることや、救急業務内にも生きがいを持つような昇進などの機会を女性にあ

たえることが望まれていることが判明した。今後、女性救急隊員が活躍するための新たな

キャリアプランを提案することは、女性消防吏員の割合を増加させるのに極めて重要であ

り、女性としてのライフイベント後も救急隊として、住民サービス向上のために自身の能

力や資格を活かせる職場環境構築が極めて重要と考えている。 

再任用職員の活躍については、再任用職員は60歳以上の職員が過半数を占めており、継

続して救急業務を継続していることが明らかとなった。半数以上の再任用職員は、救急救

命士(救急隊)の知識や経験を活かし、地域や市民を守りたいという点から、今後も救急業

務を継続したいと回答した。一方、今後は救急業務を継続したくないと回答した再任用職
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員は、救急業務における心身の負担と、加齢による身体的機能の低下を問題視していた。

今後は、比較的年齢を重ねた再任用職員が救急現場で安全に活躍するために、心身の負担

の軽減を目的とした施策が重要である。具体的には、電動ストレッチャーや自動心マッサ

ージ機の導入などの資器材の導入や、勤務形態の拡充などの勤務環境の整備が急務であ

る。 

 以上のアンケート結果を踏まえ、本委員会より以下の７項目について提言する。 

1. 労務管理の見直し 

睡眠不足による事故や身体的負担の軽減に向け乗換運用やデイタイム救急隊の導入に

よる24時間勤務体制の見直しを提案。また全国で優れた労務管理を提案している消防

本部のモデル（ベストプラクティス）を共有できる機会を提供するべきである。 

 

2. 資機材の導入 

搬送中による腰や手などの身体的負担軽減を目的にパワースーツ・電動ストレッチャ

ーや自動心マッサージ機の導入などの資器材の導入や、勤務環境の整備が急務であ

る。 

 

3. ＩＣＴ機材の導入 

病院での医療関係者との余計なストレスやコミュニケーションの改善のためにも消防

機関におけるデジタルトランスフォーメーションを推進しクラウド型の通信機材を導

入するべきである。重複する記録やその管理から解放することは重要である。 

 

4. 組織・個人におけるストレスケア力の向上 

人間関係を起因とするストレス軽減にむけ、組織風土の改善に向け、心理的安全性を

組織内へ浸透させるための専門研修を導入する。またストレスに強い個人のセルフケ

ア力の向上が求められる。専門家によるストレスコーピング研修やストレスに対処す

る知識・スキルを習得するため、実践のトレーニング環境の整備が必要である。 

 

5. 庁署設備の改善（仮眠室・シャワー室・女性用設備） 

仮眠などの身体的負担軽減と女性活躍に向けた庁署設備と改善と、女性用設備の完備

が必要である。 

 

6. 女性管理職の活躍 

組織的に女性救急隊員が出産、育児期間も救急業務から離れることがない環境を作

り、多くの経験を積んだ女性が、職員意思決定の場面にいることや管理職として参入

することが、今後の女性救急隊員の活躍についてさらに具体的な方策を明示する一助

となり得る。 

 

7. 再任用救急隊員の雇用 

再任用職員が救急現場で安全に活躍するために、心身の負担の軽減を目的とした電動

ストレッチャーや自動心マッサージ機の導入などの資器材の導入や、知識の再教育や

勤務形態の拡充などの勤務環境の整備が急務である。 


